
観光・防災 統合情報管理システム
【AIストリーム：地域住民に“住みやすく”来訪者が“滞在して心地よい”街づくりを目指して】

地域の観光・防災情報を、自治体が独自に構築した監視体制により、リアルタイムに収集・管理。
LINEを活用して、地域住民・来訪者への一斉情報配信を実現

☆住みやすい街：
日常生活に不便がなく、安全かつ快適に過ごせる環境が整った街
＞交通アクセス ＞治安 ＞災害への強さ

☆旅行で訪れて“心地よい”“また来たくなる”と感じる観光地

ストレスのなさ」「独自の魅力」「人の温かさ」の３つの要素が揃っている
＞治安 ＞スムーズな移動 ＞清潔な街並み ＞判りやすい案内

インバウンドの急増

駐車場の不足

大規模冠水

ゲリラ豪雨

移動手段の途絶

路面陥没

オーバーツーリズム 局地的大規模災害の増加

観光案内所に押し寄せる観光客

◇局地的大規模災害（豪雨・洪水・地盤崩落等）増加に伴い、従来の国主導の監視システム
では、市町村レベルでの状況集約のリアルタイム性に欠ける
＞自治体の状況に合わせた、きめ細やかな独自の監視体制の構築が必要

◇地域向け情報発信では、外来者（旅行客・インバウンド）にとって判りにくい情報も多い
＞外来者の理解を想定しての情報発信（図・絵の活用、多言語化等）と共に、
外来者が必要最低限の情報を自力で取得できる発信方法の導入

1．地域課題と目指す姿

２．対応策：AIストリーム

☆地域中小企業で導入実績の有るシステム・製品等を組み合わせ、多様なニーズに沿ったセミオーダーメイドのシステムをリーズナブルなコストでご提供
☆多種多彩な計測デバイス・プロダクトを統合管理する防災・減災向け情報統合管理システムを構築
☆観光事業向け情報（おもてなし）の観点を加えることで、外来者（旅行客、インバウンド）にやさしい情報配信の実現
☆観光＋地域防災情報の組合せ配信により、地域観光協会・２次交通業者等地域企業に有益な情報配信

「AIストリーム」※（AI：area intelligent）平常モード：観光情報マップ

災害モード：地域防災マップ

災害モード：多言語対応

AIスマートパーキングシステム独自監視体制



【AIストリーム：地域住民に“住みやすく”来訪者が“滞在して心地よい”街づくりを目指して】
３．システム整備に向けて：観光系補助金（国土交通省_観光庁）の活用

※観光庁 令和８年度説明会資料より抜粋
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